
＜ゾーンイメージ＞

野洲駅南口周辺整備構想

第2回やす駅南口周辺整備構想市民ワークショップ
グループワーク参考資料
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主な車両動線

◎駅前の特性
・市内で最も利便性が高くにぎわいが求められている
・高度利用を図る地域
例）14階建て分譲マンション、６階建て共同住宅

・景観計画による重点地区指定

E

ゾーンイメージにおける区画



【第１工期（５～10年後）】
・（仮称）野洲市立病院整備基本構想検討委員会から出された提言、「病院

の立地場所はＡ候補地が望ましい」を踏まえ、病院を配置
・Ｂ区画に病院への接続を確保した立体駐車場を配置
・Ｃ区画に商業を配置し人の往来を期待
・Ｅ区画にJAおうみ冨士が移転
【第２工期（10年～20年後）】
・Ｂ区画の市民広場と接した交流施設を配置
・Ｄ区画を将来の文化スポーツ施設用地として確保
・Ｅ区画の小学校側へこどもの家を移転し跡地を市民広場として拡張

ゾーンイメージ①

◎グループワークのポイント例
・Ａ区画への病院配置（利用者への利便性、動線、景観等）や病院にプラス

して立地を期待する機能
・Ｂ区画に配置する交流施設と市民広場の連続性
・Ｂ区画に配置する立体駐車場のあり方 等
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イメージ①
（将来）

ＪＡおうみ冨士
2,000㎡

こどもの家
750㎡

交流施設
600㎡

◎駅ロータリーと病院へのアクセスを重視

※実践囲みは第１工期で実施を想定、破線囲みは第２工期以降に実施を想定
※滋賀銀行との土地交換を想定した形状としています

文化・スポーツ施設
10,800㎡

市立病院
5,500㎡市民広場

2,000㎡

交流施設
2,200㎡

市営駐車場（立体）
3,000㎡

＜主な凡例＞
機能名称
敷地面積

※確定値ではありません

商業／駐輪場
1,770㎡



【第１工期（５～10年後）】
・駅ロータリーからつながる市民広場を配置し空間を確保
・Ｂ区画に３路線と接する病院を配置
・Ａ区画に病院への接続を確保した立体駐車場を配置
・Ｃ区画に商業を配置し人の往来を期待
・Ｅ区画にJAおうみ冨士が移転
【第２工期（10年～20年後）】
・Ａ区画に市民広場からつながる交流施設を配置
・Ｄ区画を将来の文化スポーツ施設用地として確保
・Ｅ区画の小学校側へこどもの家を移転し跡地を市民広場として拡張

ゾーンイメージ②

◎グループワークのポイント例
・Ａ区画が望ましいとされた病院をＢ区画に配置する理由と配慮すべき項目

への対応策
（既存公共交通機関との連携・接続、施設と駐車場の接続、市域全体から見たアクセス）

・Ａ区画に配置する立体駐車場のあり方
・Ｂ区画の病院と市民広場の連続性 等
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イメージ②
（将来）

ＪＡおうみ冨士
2,000㎡

こどもの家
750㎡

交流施設
600㎡

◎駅前の空間確保と病院の接道を重視

文化・スポーツ施設
10,800㎡

市立病院
5,200㎡＜主な凡例＞

機能名称
敷地面積

※確定値ではありません

商業／駐輪場
1,770㎡

交流施設
1,700㎡

市民広場
2,000㎡

市民広場
2,000㎡

市営駐車場（立体）
1,800㎡

※実践囲みは第１工期で実施を想定、破線囲みは第２工期以降に実施を想定
※滋賀銀行との土地交換を想定した形状としています


